
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁（１）と床下地（２）上に敷設される床材（３）との間に位置付けられる幅木であ
、横長長方形状の幅木（６）本体と、この幅木（６）本体の裏面に固定される弾性材（７
）とからなる幅木

。
【請求項２】
　

【請求項３】
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であって、幅木（６）本体は少なくとも上下二部材から形成されており
、下方に位置付けられる幅木（６ｂ）本体の高さ寸法は床材（３）の厚み寸法とほぼ同寸
法であり、この幅木（６ｂ）本体と、上方に位置付けられる幅木（６ａ）本体とは接続さ
れていないことを特徴とする幅木

幅木（６）の少なくとも床材（３）の端部（４）を当接させた時に露出する部分が化粧
シ－ト材（９）によって被覆されていることを特徴とする請求項１記載の幅木。

下面が床下地（２）表面に、裏面が壁（１）表面に接触するように位置付けられる幅木
（６）と、幅木（６）の表面にその端部（４）が突き当てられる床材（３）との納まり構
造であり、弾性材（７）の裏面が壁（１）表面に固定され、弾性材（７）の前面に、その
下面が床下地（２）表面に接触する幅木（６）本体が固定されて構成される幅木（６）本
体の前面に床下地（２）上に敷設される床材（３）の端部が突き付けられることを特徴と
する幅木と床材の納まり構造であって、幅木（６）本体が少なくとも上下二部材から構成
されており、下方に位置付けられる幅木（６ｂ）本体の高さ寸法は床材（３）の厚み寸法
とほぼ同じであり、この幅木（６ｂ）本体と上方に位置付けられる幅木（６ａ）本体とは



【請求項４】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は幅木本体と弾性材とからなる幅木、およびこの幅木と床材の納まり構造に係るも
のである。
【０００２】
【発明が解決しようとする課題】
従来、床材は幅木を壁に取り付けた後に幅木の前面にその端部を突き当てることによって
床下地に固定されていた。しかし、床材は水分などの影響によって伸縮するという特徴が
あるために床材が伸張した場合に幅木を押圧して幅木を損傷させるということがあった。
そのために例えば床材の厚みに合わせた高さの弾性材を壁に取り付けてこの弾性体の上に
幅木を載置するという方法も考えられたが弾性材は伸縮するために幅木の位置決めをする
のが困難であるという欠点があった。
【０００３】
【課題を解決するための手段】
本発明は第１発明として、壁と床下地上に敷設される床材との間に位置付けられる幅木で
あり、横長長方形状の幅木本体と、この幅木本体の裏面に固定される弾性材とからなる幅
木 、幅木本体は少なくとも上下二部材から形成されており、下方に位置付けられ
る幅木本体の高さ寸法は床材の厚み寸法とほぼ同寸法であり、この幅木本体と、上方に位
置付けられる幅木本体とは接続されていないことを特徴とする幅木、また第 発明として
、第 発明の具体的実施形態に係り、幅木の少なくとも床材の端部を当接させた時に露出
する部分が化粧シ－ト材によって被覆されていることを特徴とする幅木、また第 発明と
して、下面が床下地表面に、裏面が壁表面に接触するように位置付けられる幅木と、幅木
の表面にその端部が突き当てられる床材との納まり構造であ 、弾性材の裏面が壁表面に
固定され、弾性材の前面に、その下面が床下地表面に接触する幅木本体が固定されて構成
される幅木本体の前面に床下地上に敷設される床材の端部が突き付けられることを特徴と
する幅木と床材の納まり構造 、幅木本体が少なくとも上下二部材から構成されて
おり、下方に位置付けられる幅木本体の高さ寸法は床材の厚み寸法とほぼ同じであり、こ
の幅木本体と上方に位置付けられる幅木本体とは互いに接続されていないことを特徴とす
る幅木と床材の納まり構造、また第 発明として、第 発明の具体的実施形態に係り、幅
木の少なくとも床材の端部を当接させた時に露出する部分が化粧シ－ト材によって貼着さ
れていることを特徴とする幅木と床材の納まり構造に係るものである。
【０００４】
【発明の実施の態様】
図１は弾性材が幅木本体の後方に位置付けられている幅木と床材の納まり構造を示す要部
縦断面図である。幅木６本体について説明する。この幅木６本体は長さ寸法３，９５０ｍ
ｍ、厚み寸法１５ｍｍ、高さ寸法７０ｍｍの無垢材に塗装が施されて形成されているもの
であるが、寸法、材質などはこれに限定されるものではない。この幅木６本体の裏面には
長さ寸法３，９５０ｍｍ、厚み寸法５ｍｍ、高さ寸法７０ｍｍの軟質の合成樹脂から成型
された弾性材９が貼着されている。この弾性材９の上面は幅木６本体と同じ色で塗装され
ているが、弾性材９そのものの色が幅木６本体と同じ色であるものを使用することも考え
られる。この弾性材９の材質およびそれぞれの寸法はこれに限定されるものではなく、特
に材質に関しては力を加えた時に収縮するものであれば何でも構わない。次に幅木および
床材の施工方法について説明する。まず、幅木６本体の裏面に貼着された弾性材７の裏面
に接着剤を塗布して壁１に固定する。この幅木６の固定方法としては他にも両面テ－プを
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互いに接続されていないことを特徴とする幅木と床材の納まり構造。

幅木（６）の少なくとも床材（３）の端部（４）を当接させた時に露出する部分が化粧
シ－ト材（９）によって貼着されていることを特徴とする請求項３記載の幅木と床材の納
まり構造。

であって

２
１

３

り

であって

４ ３



使用する等、様々な方法が考えられる。幅木６本体は弾性材７を介して壁１に固定される
形となる。最後に床材３の長さ方向の端部４をこの幅木６本体の前面に当接させ、床材３
を接着剤を使用して固定する。この床材３の裏面には緩衝材１０が貼着されており、床下
地２上に直接固定することが可能である。また、緩衝材１０が貼着されていない床材３を
根太を介して床下地２上に敷設することも考えられる。
【０００５】
図２は弾性材が幅木本体の後方に位置付けられている幅木と床材の納まり構造を示す要部
縦断面図である。この幅木６本体の寸法および材質は図１において説明した幅木６本体と
同じであるが、上面にのみ塗装を施しているという点が異なる。また、弾性材７の寸法お
よび材質も図１において説明した弾性材とほぼ同じであるが、この弾性材７は幅木６本体
の前方に位置付けられるものであり、意匠性を向上させるために上部に面取り加工が施さ
れている。また、その前面および上面は幅木２本体と同じ色で塗装されている。次に幅木
および床材の施工方法について説明する。まず、幅木６本体の表面に弾性材７を接着剤を
使用して貼着、固定する。弾性材７の固定手段としてはこれに限定されるものではなく他
にも両面テ－プを使用して固定することなどが考えられる。次に幅木６本体の裏面および
下面に接着剤を塗布し、その裏面を壁１に、また、下面を床下地２に当接させてこの幅木
６を固定する。最後に床材３の長さ方向の端部４をこの弾性材１の前面に当接させ、床材
３を接着剤を使用して固定する。
【０００６】
図３は二体の幅木本体が弾性材の前方に位置付けられている幅木と床材の納まり構造を示
す要部縦断面図である。幅木２本体について説明する。下方に位置付けられる幅木６ａ本
体の長さ寸法は３，９５０ｍｍ、厚み寸法は１０ｍｍ、高さ寸法は１５ｍｍであり、高さ
寸法に関してはこの幅木６表面に突き合わせられる床材３の厚み寸法に対応させられてい
る。また、上方に
位置付けられる幅木６ａ本体の長さ寸法は３，９５０ｍｍ、厚み寸法は１０ｍｍ、高さ寸
法５５ｍｍである。この上下の幅木６本体は互いに重合させられているが固定されている
ものではない。次に幅木および床材の施工方法について説明する。まず、幅木６本体を上
下に重合させ、弾性材７の表面に接着剤を使用して貼着、固定する。弾性材７の固定手段
としてはこれに限定されるものではなく他にも両面テ－プを使用するなどの方法が考えら
れる。幅木６本体同士は固定されていないがこれは床材３が伸張して幅木６本体を押圧し
た時に下方の幅木６本体のみが後方向に移動できるようにするためである。この場合、上
方の幅木６本体の移動は極力抑えられるため、不自然に幅木６本体が前傾するということ
がなくなる。次に幅木６本体の裏面および下面に接着剤を塗布し、その裏面を壁１に、ま
た、下面を床下地２に当接させてこの幅木６を固定する。最後に床材３の長さ方向の端部
４をこの弾性材７の前面に当接させ、床材３を接着剤を使用して固定する。なお、幅木６
本体同士の重合箇所に合わせて弾性材７に水平に切り込みを入れても構わない。
【０００７】
図 は露出部分に化粧シ－ト材が貼着されている幅木と床材の納まり構造を示す要部縦断
面図である。

幅木６本体と弾性材７が化粧シ－ト材９で被覆されているという点で異なっている。この
化粧シ－ト材９は突板に塗装を施したものであるがこれに限定されるものではない。この
ように化粧シ－ト材９を使用することによって違和感のある弾性材７を目に付かないよう
にすることができる
【０００８】
【発明の効果】
本発明では下方に位置付けられる幅木本体の高さ寸法が床材の厚み寸法とほぼ同寸法であ
る幅木本体を使用することにより床材の膨張によって床材の端部が幅木を押圧する時に下
方の幅木本体だけが後方向に移動することとなり、上方の幅木本体の移動が極力抑えられ
るために幅木本体が不自然に前傾するということがなくなる。
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４
この幅木６本体の寸法および材質は図２において説明したものと同じである

。また、弾性材７の寸法および材質も図２において説明した弾性材とほぼ同じであるが、



【０００９】
また、床材の端部が幅木の前面に当接させられた時に現れる弾性材と幅木本体の露出部分
が化粧シ－ト材によって被覆されている幅木を使用することにより施工後の幅木を美しく
見せることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】弾性材が幅木本体の後方に位置付けられている幅木と床材の納まり構造を示す要
部縦断面図。
【図２】幅木本体が弾性材の後方に位置付けられている幅木と床材の納まり構造を示す要
部縦断面図。
【図３】二体の幅木本体が弾性材の後方に位置付けられている幅木と床材の納まり構造を
示す要部縦断面図。
【図４】露出部分に化粧シ－ト材が貼着されている幅木と床材の納まり構造を示す要部縦
断面図。
【符号の説明】
１　壁
２　床下地
３　床材
４　端部
６　幅木
７　弾性材
８　切り
９　化粧シ－ト材
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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